
-

-

-

-

-

53

kobayashi-yoshiyuki
テキスト ボックス
大学等連携推進法人（仮称）の認定制度イメージ

kobayashi-yoshiyuki
テキスト ボックス
中央教育審議会大学分科会（第155回）資料３

kobayashi-yoshiyuki
テキスト ボックス
参考資料４

hatabu
テキスト ボックス
大学等連携推進法人（仮称）について



自
由

科
目

選
択

科
目

必
修

科
目

選
択

科
目自
由
科
目

＜
卒
業
要
件
＞
＜
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学

自
由
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目

選
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目
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修
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目

選
択

科
目自
由
科
目

＜
卒
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要
件
＞
＜
選
択
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幅
＞

B大
学

自
由

科
目

選
択

科
目

必
修

科
目

選
択

科
目自
由
科
目

資
格
等

の
取
得

に
必
要

な
科
目

＜
卒
業
要
件
＞
＜
選
択
の
幅
＞

C大
学

必
修
だ
が
類
似
性
の
高
い

科
目
は

A大
学
で
実
施

選
択
だ
が
類
似
性
の
高
い

科
目
は

B大
学
で
実
施

資
格
等
の
取
得
に
必
要
な

科
目
は

C大
学
で
実
施

A大
学
の
教
員
を
中
心
に

実
施
。

そ
の
分
の
エ
フ
ォ
ー
ト
を

演
習
や
ゼ
ミ
等
の
少
人
数

教
育
に
充
当
。

B大
学
の
教
員
を
中
心
に

実
施
。

そ
の
分
の
エ
フ
ォ
ー
ト
を

少
人
数
教
育
や
新
た
な
選

択
科
目
の
開
設
に
充
当
。

C大
学
の
教
員
を

中
心
に
実
施
。

そ
の
分
の
エ

フ
ォ
ー
ト
を
新

た
な
選
択
科
目

の
開
設
に
充
当
。

⇒
必
修
科
目
や
選
択
科
目
で
あ
っ
て
も
「
共
同
開
設
」
と
し
て
実
施
し
た
場
合
に
は
、
各
大
学
に
お
い
て
「
自
ら
開
設
」
し
た
も
の
と
み
な
す
。

⇒
資
格
等
の
取
得
に
必
要
な
科
目
を
「
共
同
開
設
」
と
し
て
実
施
し
た
場
合
に
は
、
各
大
学
に
お
い
て
「
自
ら
開
設
」
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
各
資
格
等
の
枠
組
み
の
中
で
も
許
容
さ
れ
る
よ
う
手
当
す
る
こ
と
が
必
要
。
）

授
業
科
目
の
「
共
同
開
設
」
制
度
の
実
施
イ
メ
ー
ジ
（
科
目
開
設
編
）
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Ａ
大
学
の
必
修
科
目
10
単
位
分
、
Ｂ
大
学
の
選
択
科
目
10
単
位
分
、
Ｃ
大
学
の
自
由
科
目
20
単
位
分
を
「
共
同
開
設
」

と
し
た
場
合
を
仮
定
し
、
各
大
学
の
学
生
の
履
修
パ
タ
ー
ン
を
整
理
す
る
と
以
下
の
と
お
り
。

授
業
科
目
の
「
共
同
開
設
」
制
度
の
実
施
イ
メ
ー
ジ
（
学
生
履
修
編
）

40
40

10
30

10
Ａ
大
学

Ａ
大
学
の
学
生
の
例

Ａ
大
学
が
自
ら
開
設
す
る
授
業
科
目
の
ほ
か
、
Ｂ
大
学
が
開
設
す
る
選
択
科
目
10
単
位
、

Ｃ
大
学
が
開
設
す
る
自
由
科
目
10
単
位
を
履
修
し
て
、
卒
業
要
件
を
満
た
す
。

Ｂ
大
学

Ｃ
大
学

Ｂ
大
学
の
学
生
の
例

Ｂ
大
学
で
自
ら
開
設
す
る
授
業
科
目
の
ほ
か
、
Ａ
大
学
が
開
設
す
る
必
修
科
目
10
単
位
、

Ｃ
大
学
が
開
設
す
る
自
由
科
目
２
０
単
位
を
履
修
し
て
、
卒
業
要
件
を
満
た
す
。

「
共
同
開
設
」
科
目
の
形
態
や
方
法
は
様
々
で
あ
り
、
対
面
授
業
の
ほ
か
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
た
履
修

も
考
え
ら
れ
る
。
参
加
大
学
間
の
協
議
や
教
学
管
理
体
制
の
下
で
、
適
切
に
計
画
し
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｃ
大
学
の
教
員
を
中
心
と
な
り

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
授
業
実
施

（
Ｃ
大
学
主
幹
科
目
）

Ａ

Ａ
大
学
の
教
員
が
授
業
実
施

（
Ａ
大
学
主
幹
科
目
）

Ｂ Ｂ
Ｃ

Ａ

Ｂ
大
学
の
教
員
が
授
業
実
施
、

３
大
学
の
教
員
や

TA
が
補
助

（
Ｂ
大
学
主
幹
科
目
）

Ｃ
大
学
の
教
員
が
連
携
し
て
、

PB
L型
授
業
実
施
（
Ｃ
大
学
主
幹
科
目
）

Ｃ

10

10

30
10

50
20

20

10

30
10

50
20

20

Ａ
大
学

Ｂ
大
学

Ｃ
大
学

学
生
の
立
場
か
ら
見
た
場
合
、
「
共
同
開
設
」
に
よ
り
科
目
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
各
大
学
の
特
色
あ
る
魅
力
的
な
科

目
を
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
こ
こ
ま
で
は
単
位
互
換
制
度
で
も
同
様
。
）

更
に
は
、
各
大
学
の
資
源
や
強
み
を
持
ち
あ
っ
た
授
業
科
目
の
開
設
、
少
人
数
授
業
や
Ｔ
Ａ
補
助
に
よ
る
き
め
細
か
な

指
導
、
他
大
学
の
教
員
や
学
生
と
の
交
流
に
よ
る
刺
激
な
ど
に
よ
り
、
授
業
科
目
や
教
育
水
準
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
。
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